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【緒言】近年、有機 EL 素子は次世代ディスプレイ及び照明として期待されているが、高効率デ

バイス作製のためには、光取り出し効率の低さ（20～30%程度）が課題となっている。これに対

し、ボトムエミッション型有機ＥＬ素子の内部にナノスケールの微細凹凸構造を導入することで

光取り出し効率が向上することが報告されている[1][2]。本研究では、トップエミッション型有機

ＥＬ素子に電子線リソグラフィ法で形成した微細凹凸構造を導入し、効率向上を確認した。 

【実験】図１に本研究で用いた凹凸構造を導入した有機 EL素子構成を示 

す。凹凸構造としては、ガラス基板上に深さ 70 nm、ピッチ 720 nmにてレ 

ジストの井形構造を電子線リソグラフィ法で形成した。素子は凹凸構造上 

に Al(100 nm)を真空蒸着した後、電子注入層 DYETM17(大電株式会社製) 

をスピンコート法により 20 nmの膜厚で成膜した。その後、真空蒸着法で 

Alq3(70 nm)、α-NPD(90 nm)、MoO3(30 nm)を連続成膜し、最後に RFスパ 

ッタ法にて ITO透明陽極(165 nm)を成膜した。              図１．素子構成 

【結果と考察】図２に微細凹凸有無での電流密度-外部量子効率 

(EQE)特性を示す。干渉設計により凹凸を用いない構造での最大 

EQEは 1.08±0.03%であるのに対し、凹凸を用いた構造では 1.41 

±0.01%となり、凹凸導入による 1.31±0.04倍の効率向上を確認 

できた。本検討にて、トップエミッション型有機ＥＬ素子への微 

細凹凸構造導入の有効性が示された。また、構造最適化およびメ 

カニズム解明についても検討中であり、詳細は講演で報告する。 
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